
ム
ス
リ
ム
の
宗
教
的
、
文
化
的
中
心
地
ハ
ラ
ー
ル
市

エ
チ
オ
ピ
ア
東
部
に
位
置
す
る
ハ
ラ
リ
州
の
州
都
ハ
ラ
ー
ル
市
は
、
ム
ス
リ
ム
︵
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
︶
の
宗
教
的
、

文
化
的
中
心
地
で
あ
り
、
沿
岸
部
と
エ
チ
オ
ピ
ア
内
陸
部
を
結
ぶ
交
易
拠
点
と
し
て
栄
え
て
き
た
。
一
六
世
紀
に
つ
く

ら
れ
た
ジ
ュ
ゴ
ル
と
よ
ば
れ
る
門
を
も
つ
城
壁
の
な
か
に
入
る
と
、
細
い
路
地
を
行
き
来
す
る
女
性
た
ち
の
色
鮮
や
か

な
民
族
衣
装
が
、
城
壁
の
白
い
壁
と
、
真
っ
青
な
空
に
よ
く
映
え
て
ま
ぶ
し
い
。
日
が
沈
む
と
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、

預
言
者
を
称
え
る
詩
﹁
メ
ン
ズ
マ
﹂
の
詠
唱
が
聞
こ
え
て
く
る
。
城
壁
の
な
か
の
旧
市
街
は
、
二
〇
〇
六
年
に
﹁
歴
史

的
城じ

ょ
う

塞さ
い

都
市
ハ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ゴ
ル
﹂
の
名
で
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
織
物
、

籠か
ご

、
製
本
、
貨
幣
に
み
う
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
独
自
の
優
れ
た
物
質
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
ア
ル

チ
ュ
ー
ル・ラ
ン
ボ
ー
が
、こ
の
街
に
魅
了
さ
れ
、移
り
住
ん
だ
話
は
有
名
で
あ
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
、

国
内
外
の
ツ
ー
リ
ス
ト
を
魅
了
す
る
ハ
ラ
ー
ル
旧
市
街
の
な
か
に
、
シ
ェ
リ
フ
・
ハ
ラ
ー
ル
博
物
館
が
あ
る
。
二
〇
一
二

年
の
一
〇
月
に
わ
た
し
は
、エ
チ
オ
ピ
ア
初
の
私
立
博
物
館
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
シ
ェ
リ
フ・ハ
ラ
ー

ル
博
物
館
を
訪
れ
た
。

私
立
博
物
館
か
ら
市
民
の
博
物
館
へ

館
長
の
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
・
ア
リ
・
シ
ェ
リ
フ
氏
は
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
か
ら
、
ハ
ラ
ー
ル
市
に
ち
な
む
物
品
を
丹

念
に
収
集
し
て
き
た
。
一
九
九
八
年
に
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
の
自
宅
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
初
の
個
人
所
有
の
博
物
館
と
し

て
オ
ー
プ
ン
す
る
。
ハ
ラ
ー
ル
の
市
民
も
、﹁
自
分
た
ち
の
文
化
遺
産
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
保
管
し
よ
う
﹂
と
い

う
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
の
意
気
込
み
に
共
感
し
、
多
く
の
物
品
を
当
博
物
館
へ
寄
贈
し
た
。
ハ
ラ
ー
ル
市
民
の
な
か
に
は
、

普
段
使
っ
て
い
る
日
用
品
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
を
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
の
活
動
に
よ
っ
て
気
付
か
さ
れ
、
そ
れ

ら
の
収
集
を
始
め
た
も
の
も
多
い
。

そ
の
後
、
ユ
ネ
ス
コ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
か
ら
の
資
金
援
助
を
受
け
、
当
博
物
館
は
、
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
の
自
宅
か
ら
、

ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
が
皇
帝
に
即
位
す
る
前
に
住
ん
で
い
た
館
﹁
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
の
家
﹂︵
一
九
一一
年
建
築
︶
に
移
っ
た
。

さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
に
は
市
営
と
な
っ
て
、
シ
ェ
リ
フ
・
ハ
ラ
ー
ル
博
物
館
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
す
る
。
当
博
物
館
に
は
、

こ
の
地
域
に
住
む
ハ
ラ
リ
、
オ
ロ
モ
、
ア
ム
ハ
ラ
、
グ
ラ
ゲ
、
ソ
マ
リ
、
ア
ル
ゴ
バ
等
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
関
連

す
る
織
物
、
宝
飾
品
類
、
籠
細
工
品
、
農
器
具
等
の
日
用
品
や
絵
画
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
の
近
代
化
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
皇
帝
メ
ネ
リ
ク
二
世
の
ラ
イ
フ
ル
や
剣
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
の
著
名
な
戦
士
た
ち
の
武
器
や
階

級
記
章
等
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
歴
史
上
の
重
要
人
物
の
持
ち
物
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
関
連
す
る

多
く
の
書
物
や
、
ハ
ラ
ー
ル
市
に
ち
な
む
音
楽
が
記
録
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
テ
ー
プ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が
、
何
百

と
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

音
源
の
保
護

ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
が
記
録
し
て
き
た
音
楽
は
、
前
述
の
メ
ン
ズ
マ
の
詠
唱
を
は
じ
め
、
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
の
儀

礼
ジ
ク
ル
に
か
か
わ
る
音
楽
や
、
結
婚
式
な
ど
の
祝
祭
儀
礼
で
歌
わ
れ
る
伝
統
歌
な
ど
、
そ
の
土
地
の
文
化
と
歴
史
が

凝
縮
し
た
無
形
文
化
遺
産
と
も
い
え
る
。
な
か
に
は
今
で
は
す
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
音
楽
を
記
録
し
た
テ
ー
プ
の
な
か
に
は
、
完
全
に
破
損
し
た
り
、
劣
化
が
著
し
く
進
ん
だ
も
の
が
多
く

含
ま
れ
る
。
そ
ん
な
な
か
、
貴
重
な
テ
ー
プ
音
源
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
保
管
す
る
作
業
が
、
イ
タ
リ
ア
人
民
族
音
楽
学

者
シ
モ
ー
ネ・タ
ル
シ
タ
ニ
氏
の
協
力
の
も
と
、
数
年
前
に
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
作
業
に
必
要
な
リ
ー
ル
テ
ー
プ
プ
レ
ー

ヤ
ー
や
音
の
編
集
ソ
フ
ト
が
入
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
、
タ
ル
シ
タ
ニ
氏
か
ら
ア
ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
に
寄
贈
さ
れ
た
。
現
在
ア

ブ
ド
ゥ
ラ
ヒ
氏
は
、
数
名
の
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
、
定
期
的
に
訪
れ
る
タ
ル
シ
タ
ニ
氏
か
ら
音
源
の
デ
ジ
タ
ル

化
作
業
を
学
ん
で
い
る
。
今
後
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
音
源
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が
進
め
ら
れ
、
展
示
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
シ
ェ
リ
フ
・
ハ
ラ
ー
ル
博
物
館
の
色
鮮
や
か
な
展
示
品
の
な
か
に
、
こ
れ
ら
の

音
源
が
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ま
れ
て
展
示
さ
れ
る
の
か
注
目
し
た
い
。

エ
チ
オ
ピ
ア
初
の
私
立
博
物
館

―
シ
ェ
リ
フ
・
ハ
ラ
ー
ル
博
物
館

川か
わ

瀬せ 

慈い
つ
し

民
博 

文
化
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

八
〇
以
上
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
、一
〇
〇
以
上
の
言
語
が
存
在
す

る
と
い
わ
れ
る
エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、多
様
な
価
値
体
系
を
尊
重
し
た

文
化
保
護
政
策
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
つ
つ
あ
る
。そ
れ
と
並
行
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
い
だ
で
は
、地
域
社
会
主
導
の
文
化
遺
産
の
管
理

や
展
示
・
表
象
の
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
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